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第２９回東京女子医大 漢方医学研究会

日 時 平成５年１蜆２蝸 （水） 午後５時～７時

場 所 臨床講堂２

演 題 司会 佐藤 弘

１． マ
ラリア感染に対する和漢薬 （十全大補湯） の効果

（煉 京女子医科大学寄生蛍学教室，
２〕附属東洋医学研究所，

茗僻馬県立医療短大

４〕沓 林 大 学 医 学 部 寄 生 虫 学 教 室，
５〕株 式 会 社 ツ ム ラ） 山 補 常 舳 ・ 協 誠 治 洲 ・

小 林 富 美 恵４〕・ 臼 坂 龍 畷 吻 ・ 小 松 靖 弘皇〕皇〕

２
．
肩 こ り の ３ 例

（附 属 棄 洋 医 学 研 究 所） 申 野 頼 子 ・ 新 丼 信 ・ 溝 部 籏 毅 ・ 佐 藤 弘 ・ 代 田 文 彦

３． 腰部脊柱管狭窄疲状に対する牛車腎気
丸の使用経験

（整形外科） 池田和勇・黒須悦樹・豊轟弘道・伊藤達雄

遂． 黄 斑 浮 腫１こ対 す る 柴 苓 湯 の 効 果

（眼科） 葛橋義徳・小薯美津子

５． 柴苓湯と当帰萄薬散の慢佐腎不全１こ対する進行抑鵠効果

（腎臓病総合センター内科） 佐申 孜・二瓶 宏

６
．
放射線治療に伴う下痢に対する柴肇湯の効粟

（放射線科） 大州智彦・喜多みどり・田中真喜子・兼安祐子・唐澤久美子

教育講演 司会 田申朱美

証 の と ら 乏 方

（附属東洋医学研究所 教授） 代囲文彦

当蟹世話人 田中朱美

１、 マ ラ リ ア 感 染 に 対 す る 穐 漢 薬 （
卿・４８） の 効 果

（ｉ凍女医大寄生虫，
２伺附属東洋医学研究 既

島〕群 馬 県 並 医 療 短 犬４〕， 沓 林 大 医 ・ 寄 生 虫，

５〕株 式 会 杜 ツ ム ラ）

山 浦 常ｉ〕２〕・ 脇 誠 治２凋〕・ 小 林 當 美 恵４〕・

自 坂 龍 嬢１〕２〕・ 小 松 靖 弘２〕５）

近 年， マラリア原虫の感染防御において好申球
が一

定 の 役 割 を 担 っ て い る こ と が 注 目 さ れ て い る． ｕ 方，

ツムラ十全大補湯（Ｔ∫・４８）は免疫賦活作用を宥する和

漢 薬 で あ り，
サ イ ト カ イ ン の 誘 導 に よ り 好 申 球 の 活 性

酸 素 や フ リ ー ラ ジ カ ル 産 生 を 増 強 す る こ とカ書知 ら れ て

い る． 本 研 究 で は， 穎 粒 球 コ ロ ニ ー 刺 激 因 子（
Ｇ・ＣＳＦ）

を投与して骨髄幹細胞より妊申球への分裂・分化を誘

導 し た マ ウ ス で， ＴＪ・近８カ
ミマ ラ リ ア 感 染 に 影 響 を 与 え

得 る か に つ い て 検 討 し た．

マ ラ リ ア 原 虫 感 染 に は，強 毒 性 で王００％ の 死 亡 率 を 示

すネズミマラリア原虫 戸肱 伽 肋刎 あ幽 〃 ＮＫ６５株

と， 慢性の感染経過をとり自然治癒する弱毒性の原虫

Ｐ ろ惚 〃 ＸＡＴ 株を 刷 次．
感染は７週齢の ＣＢＡ 雌

マ ウ ス （各 群 ５ 匹） １こ， 感 染 赤 斑 球 至 又１０
４を 静 脈 内 接

種 して 行 っ た．
感 染 の ２ Ｅヨ誠 か ら Ｔ μ ８（２９／ｋｇ） お よ

び Ｇ－ＣＳＦ（２５０μｇ炊ｇ） を１ 胴 間 連 続 投 与 し， マ ラ リ ア

感染に対する効果を対照群と投薬群に娼ける原虫血症

の 比 較 で 観 察 し た． 弱 毒 株 マ ラ リ ア 感 染 の 結 果 で は，

対照群マウスは５％以上の魔蛍血症を緯持しだのち約

４ 週 後 に 自 然 治 癒 し た が，ＴＪ・４８，Ｇ・ＣＳＦ を そ れ ぞ れ 単

独および併用投薬群はいずれも原虫血痘カ§感染２週以

降 は 著 し く 低 下 し た． マ ウ ス 感 染 後 の 原 蛍 特 異 的 な

ＩｇＧ 抗 体 産 生 に つ い て は，投 薬 群 の 抗 体 価カ 塙 く，特 に

感 染 防 御 に 関 与 す る と 言 お れ て い る ＩｇＧ２ａ サ ブ ク ラ

ス の 産 生 秘 対 照 に 比 べ て 有 意 に 上 昇 し た． こ の 傾 向 は

樹 こ Ｔ μ ８と Ｇ－ＣＳＦ の 同 時 投 薬 群 で 顕 著 で あ っ た．
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強 毒 控 の マ ラ リ ア 原 蜜 で 絃， でＪ・遂８お よ び Ｇ－ＣＳＰ の

感 染 へ の 影 響１ま全 く 議 め ら 扱 な か っ 淀．

２
． 肩 ン２ の ３ 鰯

（棄洋蟹学鍬究所）

噺 欝 額 予 ・ 溝 灘 籏 毅 ・ 鞭 諦 儀 ・

鰹 灘 瓢 。 代 鰯 災 彦 ・ 禽 坂 麓 嬢

薦こり憾慈嚢察濠な炎イ プ淋ある 拭 今翻その串で

驚橡 激 準璽鶴心湯， 築鰯鐘稜湯の衛効で滋っ花膚＆

り 登 報 奮 す る．

〔縫 鰯 王〕逐遂歳， 繁 健， 窟 鰯 の ζ り を 嬢 関 節 痛 が あ り，

ツ ム ラ 葛 根 湯 を 投 等 し 受 と 乙 る ２ 遇 閥 で こ り は ほ と ん

ど よ く な っ 淀． 首 餓 細 ら 縦 方 筒 へ の こ 洲こ葛 根 湯 は 有

効 で あ る．

〔症 例 ２〕６王歳， 女 鮭， 費 ⑳ 痛 み 秘 あ る と 肩 こ りカ主よ

け い１こ ひ どく な る と い う 訴 走善こツ ム ラ 半 夏 潟 心 湯 を 投

与 し， 約 ３ ヵ 月 で 肩 こ 蝪
童全 く な く 蓉 っ た． 心 下 瘡 の

ような胃翻症状のある濤こ簑１こ半夏潟心湯カ清 効であ

る
．

〔療 例 ３〕５０歳， 努 僅， 薄 こ り を 童 訴 と し 腹 診 で 鰯 脇

薔 満 を 認 め た 淀 め， ツ 淡 ラ 築 鰯 縫 枝 湯 蜜 投 専 し 花 と こ

ろ 約 １ 吻 周 で 薦 乙 り１ま蟻 塗 ん 竺 な く 凄 っ 淀． 榮
鯛 剤 は

胸脇欝 繊雪納 融 嶋鱗へめ機寿淘のこ 脈 衛効であ

る
．

３、 腰灘欝種蟹数察 鐵ζ嚇貧る準箪欝録丸の僕踊纏

験

（整形外 醐 滋 蹄 鰯 ’盤 鰯ム遺．

纂須椀機・伊藤鐘雄

我残整彩外科医め洞 篤診療でぷく遭遇する鰹部脊樫

管狭窄療愚着１こ蹴する繰移鱒濃療， こと１こ薬物による

治 療 に は 隈 界 瀞 あ る．

漢方薬の謁こ基づも吹 遡方１ま我々蔵涛医学を基本と

し て き 淀 整 形 外 移 医１こと っ て１まな じ み 浦 薄 く， 現 実 に

は 応 馬 し づ ら苔 唖 鎮 あ る 紬， 吟 回 我 々 は 本 症 を 呈 す る

高 齢 患 者３２例１こ 対 し 鰻 痛， 下 肢 癩， し
び 棚 こ効 能 が あ

るとされている字箪腎気丸を使溺 レ 優犯淀臨床効築

鑓 得 ら れ 淀 の で拳受警 す る．

〔療鰯と方湊〕 療 榊ま臨廉髭紋蓉ら 洲こＸ 線所屍な

どより本症と診鱗き扱 湖婁例 （男燈５例， 女性２７例）

で， 乎 均 寧 麟 は 繍．曇歳 で 蕩 姿， 粥 曇 か垂こ 季 術 的 治 療 の

対簸となるも 酬ま験外し恕． 準箪欝気苅エヰ双願粒を

１ 濱７．聴 分 ３ で ８ 趨 闘 毅 専 し、 投 簿 翻 後 の 療 撚 壷 讐 本

整形外科寧嚢綴縞燦懸総療成綴糊鑓錘準 （抑Ａ ス測

グ） 登 賊 汀， 嚢淀患讃瀦懲慶アンケート繕築を参考’
１こ し て 効 築楽 淀 登 符 つ 滋．

〔繕 築〕Ｊ◎Ａ ス コ ア１こ 整 づ く 禽 鴬 症 紋 ⑳ 碩 冒 の 殉， 腰１

痛， 下肢瘤あるいはしび 棚こ関しては約準数の療 伽こ

効果が箆島批淀淋， 歩行鰭カの鑑下１こ関してはあ塞り

効榮淡箆ら椛澄かつ液。
Ａ 跳 ⑳碩 副こ闘して１叢，蟹鐙

物拳上鰯難頒敵警慈 棚こくかっ怒紬、 維⑳碩 副こ関し

ては憾ぽ瀦雇で慧巻鋤築赫樗ら槻怒． 艦箆餅 激こ閥し

ては，金般 鰍こ改欝効 熱こ葱 晩 め 浸． ヱ扱亀 ηＡス

コアの金般改欝魔憾締脅籔警滋上 柳 脇 で， 慈讃溝愚

度登調べ花アンケート繕築⑳衡彰かの瀦麗憾を縛だも

の 淋７５％ で あ っ 淀 の と ぶ く 稽 関 し浸． 蒙
花 本 翻 綴 周；こ

よ る 副 作 周 は， 優 秘 秘 至 徽 こ み ら 扱 恕 の み で あ っ た．

本症は脊柱老化の閥題と深く関勅って招り， 商齢化

社会の 刺こあって今後ますます重要糧さ扱る疾患であ

る． 本 症 重 症 例 で は， 保 移 釣 治 療１こ１ま鰻 饗 躯 あ り， 我 々

整彩外科医は手循駒治療を選択すること秘多いが， 他

覚 的 所 副 こ 乏 しく， Ａ 脱 障 害， 滋 び１こ し 汐 扱 感 を 訴 え

る軽症例においては本 繊ま有効凄治療翻であるといえ

る． 漢 方 医 で な い 我 存 整 彩 外 秘 医１こと っ て 漢 方 薬 の 便

溺…こは 嬢 鰭 輝 あ る 淡， 本 翻 ⑳ 艇 馬葦ま， 綴１都 脊 撞 管 籏 稽

疲の軽症例， 並び１こ藩齢讃 刑ま究ず選択鮫の一つと考

えてぷく， 副作周も紗籔く安金縫の 瓢 藻 翻で彰る淀

め， 凝 鰯 遼 溺 亀 珂 能 詮 懲 細 槻 恕．

４． 賛斑簿 働こ対球慈ツ公管榮藁湯⑳効桑

（限科） 薦橋義穂・小欝葵灘繁

穣災の療 劇 砧 巻戴斑簿 鰯凄一 繊こ予後芥輿で難総

である． 今働， 戯 刺蓋２２歳か 朗 臓 嚢での弱 鰯ｏ人，

次健２８人の許５８人の蟹施鰻嬢遺影で糞鐙簿騒を奮する

療 例１こ， ツ ム ラ 榮 苓 湯 並 考 ス 穎 絞 絃 蔓 蟹 分 ｓ で王婁週 以

上投専し淀． 黄斑浮騒の原 餓ま綴駿欝蘇観塞痘， 滋ど

う膜炎， 中心燈網賑絡膜症． 糖廉滋燈縄膜捷， 自肉障

術 後 な ど で あ つ 淀．

黄斑浮腫が片眼のも 脳７人， 爾賑のも 酬王人の詳６９

眼で， 視カの改善は工２週後で６畷 靭５鰯 跳， ６ヵ月

後で５６眼 軸６灘９％，王２ヵ月後で逐畷 靭 畷３３％１こみ

ら れ た． カ ル ナ ク リ ン， ア ドナ 等 ⑳ 飽 剤 傍 融 ま§遂人，

金 く 併 用 し な い も の は 達 人 で あ っ 淀． 蒙 た 投 専 節， 投

専 後 に 翻 作 周 を 認 め 淀 も 鰍 ま蓉 か っ 淀．

柴苓湯は浮腫， 下痢１， 急憧霧艦炎蓉慧の療状を改護

させること姻知る批ている置藩激と小築鰯湯の舎翻で

あ る． 今 鰯 種 々 の 畷 科 燦 鰹 の 欝 簸 浮 鰯 ζ 衛 効 ㌘ 潟 り，

欝斑浮腫の改翻ま約鋤～４鵬，慈 伽慧繊♂総であり花．

５
． 慢姓腎不金ぽ対貧る蓬行郷綴効祭か疹みた繁籍

溺お幾燭萄繁敵の篠も、郷す

（腎臓痛総禽匿嬢幾ン夢一）
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